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０
１
３
年
、
い
ざ
出
発
！

あ
な
た
の
知

り
た
い
をか
たち

に　平成２５年１月１
日
発

行
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お
せ
ち
料
理
で
輝
く
緋
色

　
１１
〜
１２
月
が
旬
の
伊
予
緋
カ
ブ
を
使
っ

た
、「
緋
の
蕪
漬
」。
愛
媛
の
伝
統
的
な
名
物

の
一
つ
で
す
。
上
野
地
区
で
緋
の
蕪
漬
を

生
産
す
る
、
有
限
会
社
漬
新
は
、
伊
予
市

を
食
で
盛
り
上
げ
る
、
伊
豫
國
あ
じ
の
郷

づ
く
り
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
目
に
鮮
や
か
な
緋
色
は
、
お
せ
ち
料
理

で
い
っ
そ
う
華
や
か
に
際
立
ち
ま
す
。
伊

予
緋
カ
ブ
は
他
の
カ
ブ
に
比
べ
繊
維
質
が

多
く
、
浅
漬
け
や
煮
物
に
適
さ
な
い
た
め
、

栽
培
農
家
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
内

で
は
中
山
地
域
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

今月のあじなもの ２

新年のごあいさつ ４

新庁舎建設市民ワークショップ ６

水道事業会計決算報告 ７

しせいニュース ８

ほっとアングル １４

くらしインフォメーション １８

まなびランド ２０

健康ガイド ２２

日常を切り取る ２４

きらり人　ー　武智 和臣 さん ２６

イベント情報、カレンダー ２７

みんなのひろば ２８

◉問い合わせ

伊予市役所　　　 ☎９８２－１１１１（代）
〒７９９－３１９３ 伊予市米湊８２０番地

中山地域事務所 　☎９６７－１１１１（代）
〒７９１－３２９２ 伊予市中山町出渕２番耕地１３８番地１

双海地域事務所 　☎９８６－１１１１（代）
〒７９９－３２９２ 伊予市双海町上灘甲５８２１番地６

ファックス　　　 ９８３－３６８１（代）

ホームページ　　 http://www.city.iyo.lg.jp

メール　　　　　　iyo-daihyo@city.iyo.lg.jp

目次

◉表紙の紹介

　１２月１３日、ミカンまると一緒に、1年間の旅に

出た伊豫國「あじの郷」づくりＰＲキャラバン隊。

県内外を駆け回り、伊予市の魅力を広めるために

活動します。ミカン色のキャラバンカーを見かけ

たら、手を振ってくださいネ！

今
月
の
あ
じ
な
も
の
―

㈲
漬つ
け
し
ん新
の
緋ひ

の
蕪
か
ぶ
ら
づ
け漬

(2)２０１３．１ 広報いよし

酸
と
反
応
し
て
赤
く
な
る

　

「
漬
け
る
前
の
カ
ブ
は
外
側

が
赤
、
中
は
白
で
す
。
収
穫
後
、

酢
漬
け
さ
れ
る
と
、
ア
ン
ト
シ

ア
ニ
ン
と
い
う
自
然
の
色
素

が
酸
と
反
応
し
て
、
人
工
着
色

料
を
使
わ
ず
に
、
内
側
ま
で
き

れ
い
な
緋
色
に
変
わ
り
ま
す
。
緋
色
と

は
、
透
明
度
の
あ
る
透
き
通
っ
た
赤
色
の

こ
と
。
一
番
の
こ
だ
わ
り
は
こ
の
色
で
す
」

と
語
る
、
専
務
取
締
役
の
新
田
交と
も
は
る玄

さ
ん
。

色
、
食
感
、
野
菜
へ
の
こ
だ
わ
り

　
緋
の
蕪
漬
は
、
下
漬
け
↓
中
漬
け
↓
本

漬
け
と
約
１５
日
間
か
け
て
作
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
、
パ
リ
ッ
と
し
た
食
感
が
出
る
よ
う

繊
維
の
方
向
に
沿
っ
て
切
り
、
塩
漬
け
に

し
、
酢
で
中
漬
け
、
ダ
イ
ダ
イ
酢
と
砂
糖

で
本
漬
け
し
て
、
商
品
に
な
り
ま
す
。

　
新
田
さ
ん
は「
で
き
る
だ
け
農
薬
を
使

わ
ず
に
作
っ
た
野
菜
で
商
品
作
り
を
し
て

い
ま
す
。
手
間
が
か
か
る
物
も
あ
り
ま
す

が
、
面
倒
く
さ
が
っ
と
っ
た
ら
い
い
商
品

に
な
り
ま
せ
ん
」と
話
し
ま
す
。

　
帰
省
や
旅
行
で
人
が
集
ま
る
お
正
月

に
、
地
元
・
伊
予
の
名
物
、
緋
の
蕪
漬
を
み

ん
な
で
食
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
緋
の
蕪
漬
は
町
家（
米
湊
８２７
番
地
４
、
ＪＲ
伊

予
市
駅
す
ぐ
）で
通
年
販
売
し
て
い
ま
す
。

(3) 広報いよし ２０１３．１



　
第
１
次
伊
予
市
総
合
計
画
も
着
実
に
歩

み
を
進
め
、
昨
年
４
月
に
は
、
中
山
地
域

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
要
、
ま
た
、
地
域
自
治

活
動
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
中
山
地
域
事

務
所
自
治
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
所
い
た
し

ま
し
た
。

　
　

　
さ
ら
に
本
年
４
月
に
は
、
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
消
防
庁
舎
の
供
用
を

開
始
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
夏
に
は
、
長
ら
く
皆
さ
ま
に

親
し
ま
れ
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
市

民
会
館
を
取
り
壊
し
、
本
庁
舎
建
設
事
業

を
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、
図
書
館
・
文

化
ホ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
も
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
具
現
化

し
、
今
後
も「
人
・
ま
ち
・
自
然
が
出
会
う

郷
」
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
全
身
全
霊

を
さ
さ
げ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
庁
舎
建
設
中
は
、
一
部
の
課

を
移
動
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
し

て
、
皆
さ
ま
に
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ご
理
解
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
一
方
、
国
内
情
勢
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、

長
期
化
す
る
厳
し
い
経
済
状
況
に
よ
る
閉

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
か

ら
市
政
に
対
す
る
温
か
い
ご
理
解
と
絶
大

な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、
合

併
後
８
回
目
の
お
正
月
を
迎
え
る
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
の
使
命
は
、
新
市
建

設
計
画
に
基
づ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
が

合
併
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
実
感
で
き

る「
郷く
に

」を
創
る
こ
と
だ
と
考
え
、
市
政
を

運
営
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
私
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な

り
ま
し
た
が
、
新
市
の
進
む
べ
き
道
筋
は

あ
る
程
度
お
示
し
が
で
き
、
市
政
発
展
の

基
礎
を
固
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

塞
感
に
加
え
、
産
業
や
環
境
、
医
療
や
社

会
保
障
、
教
育
等
々
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

わ
た
り
課
題
は
山
積
し
て
お
り
、
迷
走
す

る
国
政
と
相
ま
っ
て
、
社
会
全
体
に
不
安

の
影
を
落
と
す
と
と
も
に
、
自
治
体
も
厳

し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
、
危
機
感
を
抱
い
て
お
り
ま
す
。

　
国
は
、
中
央
集
権
か
ら
地
域
主
権
へ
の

舵
切
り
を
加
速
さ
せ
て
お
り
、
今
後
、
ま

す
ま
す
地
方
に
は
、
権
限
移
譲
な
ど
に
伴

う
行
政
経
営
の
自
己
責
任
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
私
は
こ
の
改

革
の
流
れ
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
将

来
に
わ
た
り
安
定
し
た
行
政
経
営
を
持
続

さ
せ
る
た
め
の
体
制
を
整
備
し
、
市
民
の

皆
さ
ま
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
基

盤
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
が

実
現
す
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
も
、
本

年
が
健
康
で
幸
せ
に
満
ち
た
明
る
い
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

伊
予
市
長

　
中
村

　
佑
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伊
予
市
議
会
議
長

　
平
岡

　
一
夫

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
満
ち

た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
市
議
会

に
対
す
る
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
い
ま
だ
長
引
く
不
況
に
よ
る
地
域
産
業

の
不
振
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
う
し

た
状
況
か
ら
の
一
日
も
早
い
脱
出
を
願
い

な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
的
確
に

市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
、
私
ど
も
の

責
務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
は
、
自

ら
が
考
え
、
自
ら
の
判
断
と
決
定
が
で
き

る
地
方
自
治
の
運
営
が
必
要
で
す
。
そ
し

て
、
こ
の
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
国

に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
権
限
や
財
源
な
ど

を
、
地
方
に
移
譲
さ
せ
る
分
権
改
革
の
取

り
組
み
が
急
務
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
昨
年
の
総
選
挙

で
は
、
国
民
の
皆
さ
ま
の
厳
し
く
も
的
確

な
審
判
が
下
さ
れ
ま
し
た
。
新
政
府
と
新

た
な
国
会
で
の
日
本
再
生
に
期
待
を
し
た

い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
伊
予
市
の
け
ん
引
役
と
し
て
１４

年
に
わ
た
り
市
政
を
司
っ
て
こ
ら
れ
た
中

村
市
長
が
ご
勇
退
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

公
正
無
私
を
う
た
い
、
市
政
運
営
を
無
難

に
こ
な
さ
れ
て
き
た
実
績
に
敬
意
を
表
し

ま
す
と
と
も
に
、
残
さ
れ
た
任
期
の
ご
活

躍
に
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　
近
い
将
来
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
南
海

地
震
な
ど
の
災
害
に
対
し
ま
し
て
、
防
災
・

減
災
対
策
に
現
在
市
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
一
昨
年
の
東

日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
市
民
の
最
後
の

盾
と
な
り
、
貴
く
も
消
防
の
職
に
殉
じ
た

２５０
名
を
超
え
る
消
防
団
員
の
ご
活
躍
と
ご

無
念
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
装
備
の

充
実
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　
ど
う
か
、
今
年
も
市
議
会
に
対
し
、
よ

り
一
層
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
と
り
ま
し
て
、
こ
の
１
年
が
良
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



　１１月４日（日）、公募したさまざまな市民３５人が参加して、グループワークによる話し合いが行

われました。ファシリテーター（中立な調整役）として豊富な経験を持つ、広島工業大学の森保洋之

教授の進行により、自由で活発な議論がされました。

□市民スペースに関すること

・日常的に利用する「たまり場」が出来ると愛着

心が育つ

・幅広い年齢層が活用できる屋内外のイベント

スペースがほしい

□情報発信に関すること

・伊予市が今どんなことを行っているか、分かる

ようにしてほしい

・地域の歴史、風土、文化に誇りを持てる情報発

信をしてほしい

ワークショップで出た意見の一部

森保教授からワークショッ

プの説明と、設計者（日本

設計）から提案内容の説明

緊張しながらのグループ

ワーク

班で活発な議論 意見をまとめて班で発表

□多世代利用に関すること

・高齢者や障害者に優しい施設、分かりやすい施

設であってほしい

・将来を担う子どもたちも、新庁舎建設の様子を

肌で感じていけるような仕組みづくりがほしい

□その他

・瀬戸内の夕日と、伊予の山を臨む眺望テラスが

良い

・四季の移ろいが感じられ、親しみの持てる庁舎

がほしい

　皆さまの意見を取りまとめ、設計に反映していきます。第２回（１２月９日）は「市民協働スペース」、

第３回（１月２７日）は「ユニバーサルデザイン（バリアフリーなど）」がテーマです。

新庁舎建設

市民ワークショップ
第１回／全５回

第 1回テーマ

「市民が愛着を持てる庁舎」

ワークショップの様子

■問い合わせ　庁舎建設課（内線５８１）

(6)２０１３．１ 広報いよし

森
もりやすひろし

保洋之教授

Ｑ．新庁舎建設市民ワークショップとは？

Ａ．こんなのができるんだと計

画案をまず理解して、グループ

ごとに揉んで、意見を出します。

そして出された意見を集約し、

市へ提言・要望します。

Ａ．最初は緊張しましたが、意

見を紙に書いて班でまとめ、い

ろいろな人の意見が聞けまし

た。こんなんあったらいいとか、

みんな自由に言えました。

Ｑ．参加してどうでしたか？

山
やまざきそうへい

﨑聡平さん

給水人口 ３０，６２５人

給水戸数 １１，７５７戸

年間配水量 ４，００５，６８５㎥

年間有収水量 ３，５８７，４１９㎥

有収率 ８９．６％

有収水量
１㎥当たり

給水原価 １４８．６９円

供給単価 １５２．１８円

※給水原価…１㎥の水を給水するのにかかる費用
※供給単価…１㎥当たりの水道料金単価

　水道事業は、地方公営企業法に基づき水道料金によって運

営されています。

　市は、安全で安心な水道水を安定的に供給するとともに、

持続的な安定経営を目指し、効率的な運営に努めています。

　今後ともご理解とご協力をよろしくお願いします。

※決算の詳細は、伊予市ホームページをご覧ください。

　問い合わせ　水道課（内線７１１）

＊収益的収支（税込み）

 平成２３年度

伊予市水道事業会計決算
をお知らせします

収入　６億３６２万円

支出　５億３，８９６万円

＊資本的収支（税込み）

収入　１０億５，３２２万円

支出　１２億７，７８８万円

宮下浄水場（平成２４年７月完成）
事業費１６億４，９００万円

水道料金
５億７，３２５万円
（９５．０％）

人件費
６，７８４万円
（１２．６％）

維持管理費
１億１，７１３万円
（２１．７％）

減価償却費・資産減耗費
２億５，６８８万円
（４７．７％）

企業債利息
９，５９６万円
（１７．８％）

企業債
３億７，７５０万円
（３５．８％）

補助金
３億２，３１９万円
（３０．７％）

出資金（一般会計より）

３億２，２５０万円
（３０．６％）

建設改良費
１１億７５７万円
（８６．７％）

企業債償還金
１億７，０３１万円
（１３．３％）

※内部留保資金は、現金支出を伴わない減価償却費などで企業内部に留保された資金です。

＊業務量

広報いよし ２０１３．１(7)

その他の営業収益
６８万円（０．１％）

その他の収入
２，９６９万円（４．９％）

その他
１１５万円（０．２％）

負担金及び加入金
３，００３万円（２．９％）

内部留保資金（※）で補てん
２億２，４６６万円
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人の動き（１１月末日現在）

　人口　　３８，９８７人（－８６）

　男　　　１８，２３５人（－４８）

　女　　　２０，７５２人（－３８）

　世帯　１５，６６６世帯（－３０）

　出生　　　 　１３人（－９）

　死亡　　　 　５６人（＋８）

※（　）は前月比。

市内の交通事故状況（１１月末日現在）

１１月 累計 前年比

発　生 １５件 １２７件 －２４件

死　者 １人 ３人 ±０人

傷　者 ２０人 １７７人 －１５人

市内の街頭犯罪等発生状況（１１月末日現在）

１１月 累計 前年比

侵 　入  　盗 ０件 ２３件 －１８件

自  動  車  盗 １件 ４件 ＋２件

オートバイ盗 ０件 １５件 ＋３件

自  転  車  盗 ３件 ３４件 ＋３件

車 上 ね ら い ０件 ３１件 ＋１４件

水道の休日当直当番業者

月 日 指定工事事業者 電　話

１

１㈫ ㈲二宮水道工業 下吾川９８３－２８１９

２㈬ ㈱佐々木工業所 湊　町９８３－０４５０

３㈭ 功栄設備 中　村９８２－５８８８

５㈯ ㈲ハヤタ設備工業 上吾川９８３－０３９８

６㈰ 西岡建材㈱ 下吾川９８３－１５９８

１２㈯ 友澤設備 大　平９８２－１３８１

１３㈰ 武智水道工業㈱ 上三谷９８２－１２６８

１４㈪ ㈲港南設備 稲　荷９８２－４４８７

１９㈯ ㈱佐々木工業所 湊　町９８３－０４５０

２０㈰ Ｋ・シマダ 下吾川９８３－６５５３

２６㈯ ㈲協和設備工業 上吾川９８３－４１８５

２７㈰ ㈲栄電機設備 中　山９６７－１３１８

２
２㈯ ㈱伊予設備 米　湊９８３－４６１３

３㈰ 岩井水道工業所 大　平９８３－３０６６

※水道メーターから宅地側の修理は自己負担。
※業者への依頼は、８：００～１７：００。

市税の納期（１月）

納期限 口座引落日

市民税・県民税

普通徴収

（第４期）

国民健康保険税

普通徴収

（第７期）

１月３１日（木）１月２８日（月）

　
市
で
は
、
水
道
検
針
票
の
裏
面
に
有

料
広
告
の
掲
載
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
水
道
検
針
票
は
、
２
カ
月
に
一
度
、

本
庁
地
区
の
上
下
水
道
を
利
用
し
て

い
る
す
べ
て
の
家
庭
・
企
業
に
配
布
し
、

配
布
枚
数
は
、
年
間
６
回
、
約
７
万
枚

で
す
。

■
掲
載
の
位
置

　
『
上
下
水
道
使
用
量

等
の
お
知
ら
せ
』
の
裏
面

■
掲
載
の
大
き
さ

　

・
全
枠（
縦
１０２
㎜
×
横
６７
㎜
）

・
１
／
２
枠（
縦
５０
㎜
×
横
６７
㎜
）

■
カ
ラ
ー

　
水
色
・
赤
色
の
２
色
刷
、

ま
た
は
、
ど
ち
ら
か
の
１
色
刷

■
掲
載
料

　

・
全
枠（
年
間
１０
万
円
）

・
１
／
２
枠（
年
間
５
万
円
）

■
申
込
方
法

　
水
道
課
に
直
接
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
伊
予
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

■
申
込
受
付
期
間

　
１
月
４
日
㈮
〜
３１

日
㈭

水
道
検
針
票
の
裏
面
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
ま
す

平
成
２５
年
度
水
道
検
針
票
の
広
告
を
募
集
し
ま
す

水
道
課
（
内
線
７
１
２
）

税
の
申
告
に
利
用
で
き
ま
す

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
交
付
し
ま
す

福
祉
課
（
内
線
５
５
３
・
５
５
６
）

　
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て

い
な
い
方
で
も
、
一
定
の
要
件
に
該
当

す
れ
ば
、
税
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
対
象
者
（
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
）

①
１２
月
３１
日
現
在
で
、
満
６５
歳
以
上
の
方

②
介
護
認
定（
要
介
護
、
要
支
援
１
・
２

を
含
む
）
を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た
は

認
知
症
や
身
体
の
障
害
に
よ
り
、
日
常

生
活
に
支
障
が
あ
る
と
医
師
が
認
め
る

方（
所
定
の
医
師
意
見
書
が
必
要
）

■
申
請
に
必
要
な
も
の 

　
申
請
書
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
、

印
鑑（
認
印
）

※
申
請
書
は
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

■
提
出
先

　
福
祉
課
、
ま
た
は
各
地
域

事
務
所

※「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
は
、
税

金
の
控
除
の
み
に
使
用
す
る
も
の
で
す
。

障
害
者
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
郵
送
に
よ
る
申
請
も
可
。
詳
し
く
は
伊

予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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平
成
２５
・
２６
年
度
に
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
や
物
品
購
入
な
ど
の
競
争
入
札

競
争
入
札
参
加
者
資
格
審
査
申
請
書
の
受
け
付
け

財
務
課
（
内
線
５
０
６
・
５
０
９
）

　
平
成
２５
・
２６
年
度
に
市
が
発
注
す
る

建
設
工
事
、
業
務
委
託
、
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
お
よ
び
物
品
購
入
の
競
争
入
札

参
加
者
資
格
申
請
書
を
受
け
付
け
ま

す
。

■
受
付
期
間

　
１
月
１０
日
㈭
〜
２
月
２８

日
㈭（
必
着
）

■
提
出
先
・
方
法

　
直
接
持
参
、
ま
た

は
郵
送
で
財
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
有
効
期
間

　
平
成
２５
年
４
月
１
日
㈪

〜
平
成
２７
年
３
月
３１
日
㈫

■
注
意
事
項

　
伊
予
市
に
対
し
て
、
市
・

県
民
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
と
な
る
事

業
者
は
、
今
回
の
申
請
か
ら
特
別
徴
収

の
実
施
が
必
須
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
伊
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た

は
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

伊予市ファミリー・サポート・センター

「マミ♡サポ」講習会のお知らせ
　子育てを手助けしてくださる方を募集して

います。地域の子育てに参加してみませんか？

■講習会日時（託児あり）

日　時 内　　容

１／１７
（木）

１０：００～
１２：００

①子育て支援者・ファミリーサ
ポートセンターの役割について

１３：００～
１６：００

②普通救命講習

１／１８
（金）

９：３０～
１２：００

③「子どもの発達とかかわり」
「保護者との連携」

１３：００～
１５：３０

④子どもの食育について　
実習「幼児のおやつ作り」

※⑤保育実習…受講修了者と相談のうえ日時を決定。

■場所　伊予市中央公民館第１会議室

※④は伊予市保健センター、⑤はぐんちゅう保育所

■申し込み　申込用紙を１月９日（水）までに提

出してください。　

※申込用紙は、子育て支援センター、各地域事務所に

あります。

■問い合わせ　伊予市ファミリー・サポート・セ

ンター「マミ♡サポ」事務局（☎９８２－０４０６）

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
の
手
続
き
を
！

健
康
保
険
課
（
内
線
５
４
７
）

　
日
本
国
内
に
住
む
２０
〜
６０
歳
ま
で
の

方
は
、
公
的
年
金
の
加
入
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
厚
生
年
金
に

加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
２０
歳
に
な
っ

た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
は
、
老
後
に
受
け
る
老

齢
基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
、
病
気
や
ケ

ガ
で
、
一
定
の
障
害
が
残
っ
た
と
き
に

受
け
ら
れ
る
障
害
年
金
も
あ
り
ま
す
。

　
万
が
一
の
と
き
に
、
こ
の
年
金
を
受

け
る
た
め
に
も
、
加
入
の
手
続
き
を
し

て
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
の
納
付
は

便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
の
利
用
を
！

　
口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
自
動
的

に
保
険
料
が
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、

納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
で
の
納
付
は
割
引

も
あ
っ
て
お
得
で
す
。

保
険
料
納
付
に
は免

除
制
度
が
あ
り
ま
す

　
収
入
が
少
な
く
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
方
に
は「
保
険
料
免
除
制
度
」・「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」と
い
う
制
度
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
保
険
料
の
納
付
の
免
除
、
ま
た

は
猶
予
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
申
請
に
は
、
年
金
手
帳
、
印
鑑
な
ど

が
必
要
で
す
。

学
生
の
方
に
は

学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す

　
学
生
で
本
人
に
収
入
が
な
い
場
合

は
、
在
学
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
に
は
在
学
証
明
書
、
ま
た
は
学

生
証（
両
面
の
写
し
）、
印
鑑
な
ど
が
必

要
で
す
。

※
免
除
や
猶
予
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場

合
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き

に
比
べ
、
将
来
受
け
る
年
金
額
が
少
な

く
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
松
山
西
年
金
事
務
所

（
☎
９
２
５
ー
５
１
０
５
）、
ま
た
は
健

康
保
険
課
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平
成
２４
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
に

つ
い
て
、
税
務
署
で
の
相
談
お
よ
び
申

告
書
の
受
け
付
け
は
、
２
月
１８
日
㈪
〜

３
月
１５
日
㈮
で
す
。

※
土
・
日
曜
日
は
除
く
。
た
だ
し
、
松
山
税

務
署
で
は
、
２
月
２４
日
㈰
、
３
月
３
日
㈰

も
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

　
毎
年
、
期
限
間
近
に
な
る
と
税
務
署

は
混
雑
し
ま
す
。
申
告
相
談
や
確
定
申

告
書
の
提
出
は
お
早
め
に
。
ま
た
、
駐

車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

　
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額

が
４００
万
円
以
下
で
、
公
的
年
金
等
以
外

の
所
得
金
額
が
２０
万
円
以
下
の
場
合
、

源
泉
徴
収
税
額
以
上
に
納
め
る
税
金
が

あ
る
場
合
で
も
、
所
得
税
の
確
定
申
告

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ

れ
て
い
る
控
除
以
外
に
各
種
控
除
の
適

用
を
受
け
る
場
合
や
、
額
に
関
わ
ら
ず

公
的
年
金
等
以
外
の
所
得
が
あ
る
場
合

は
住
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

申
告
相
談
や
確
定
申
告
の
提
出
は
お
早
め
に

所
得
税
の
確
定
申
告
は
３
月
１５
日
㈮
ま
で税務

課
（
内
線
５
１
０
）

■
自
宅
で
作
成
・
ネ
ッ
ト
で
申
告

　
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ（
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム
）
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
申
告
や
納
税
な
ど
が
で
き
ま

す
。
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
特
に
回
数
を
要
す
る
手
続
き（
源

泉
所
得
税
の
毎
月
の
納
付
手
続
き
な

ど
）に
便
利
で
す
。

　
な
お
、
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
に

は
事
前
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w
w
w
.e-ta
x
.

n
ta
.g
o
.jp

■
問
い
合
わ
せ

・
所
得
税
に
関
す
る
こ
と

　
松
山
税

務
署
お
よ
び
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー（
☎

９
４
１
ー
９
１
２
１
）

・
住
民
税
に
関
す
る
こ
と

　
税
務
課

　
平
成
２５
年
１
月
１
日
以
後
に
支
払
わ

れ
る
退
職
手
当
な
ど
に
か
か
る
市
・
県

民
税
の
課
税
計
算
に
つ
い
て
、
次
の
２

点
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

■
退
職
所
得
に
係
る
２
分
の
１
課
税
の

見
直
し　

勤
続
年
数
が
５
年
以
内
の
法
人
役
員

な
ど（
公
務
員
を
含
む
）に
つ
い
て
、
退

職
所
得
の
計
算
で
２
分
の
１
を
乗
じ
る

措
置
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

○
従
来
の
退
職
所
得
の
計
算
方
法

（
収
入
金
額

　
所
得
控
除
額
）
×
２
分
の

１○
改
正
後
の
退
職
所
得
の
計
算
方
法

収
入
金
額

　
所
得
控
除
額

■
退
職
所
得
に
係
る
１０
％
税
額
控
除
の

廃
止

　
退
職
所
得
の
分
離
課
税
に
係
る
所
得

割
額
の
税
額
に
つ
い
て
、
税
額
の
１０
分

の
１
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
す
る
措

置
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。（
下
表
参
照
）

退
職
所
得
に
係
る
市
・
県
民
税
の
計
算
方
法

退
職
所
得
に
係
る
課
税
が
変
わ
り
ま
す

税
務
課
（
内
線
５
１
０
）

■従来の計算方法

退職所得の金額

税　率 税　額

× 市民税 県民税 ＝ 市民税額 県民税額

６％ ４％ （Ａ） （Ｂ）

税　額 控除額 特別徴収税額

市民税額 県民税額 － （Ａ）×１０％ （Ｂ）×１０％ ＝ 市民税額 県民税額

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ａ）－（Ｃ） （Ｂ）－（Ｄ）

■改正後の計算方法

退職所得の金額

税　率 税額（特別徴収税額）

× 市民税 県民税 ＝ 市民税額 県民税額

６％ ４％ （Ａ） （Ｂ）
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い～よ！いよしの

育食 物 語

郷土料理や行事食を楽しむ！ 清流の珍味カジカ

　カジカを知っていますか？ 体長３～５㎝程度の

ハゼに似た小魚で、肱川流域では清流の珍味とし

て食されてきました。調理方法は、天ぷら（かき

あげ）や串焼き、カジカ汁などが有名です。

　中山地区では、お盆やお祭りなどに、若者たち

が「カジカおし」と呼ばれる漁法でカジカを捕り、

カジカを酒の肴に、地域の人が集まっていろいろ

な話をしたそうです。小さなカジカが地域の親睦

を深め、お腹も心も満たしてくれていたのですね。

食育に関するお問い合わせは

伊予市保健センター　☎９８３－４０５２

　カジカの食べごろは、稲刈りが終

わった秋で、卵を持っている時期が

特に美味しい

そうです。

佐
さいき

伯 矩
ただす

 博士

つながって 支えあって 消費者力 Ｑ＆Ａ
伊予市消費者相談窓口からのお知らせ

Ｑ「おとな」気分で分割払い…　それ大丈夫？

　無料体験のエステ店を紹介され、体験後１２回

コースの契約。更に痩身コースを勧められている。

Ａ後払いや分割払いは返済計画をよく考え、必要

のない契約はきっぱり断りましょう。

　クーリング・オフの対象となる契約は、法律や

約款などで定められています。上の場合は、特定

継続的役務提供に該当し、８日以内なら契約解除

ができ、中途解約という方法もあります。

　トラブルになってから慌てないために、契約の

基本的なルールや消費者を守る法律などについ

て、正しく理解しておくことが大切です。

悪質商法・多重債務などで困った時は、まず相談！

産業経済課　消費者相談窓口

専用電話　☎９８２－１２８９
振り込め詐欺や怪しい投資話にご注意ください！

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

意
見
公
募
手
続
条
例
に
よ
る
意
見
を
求
め
ま
す

都
市
整
備
課
（
内
線
５
９
５
）

　
市
で
は
、
伊
予
市
意
見
公
募
手
続
条

例
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

■
政
策
等
の
名
称

①
伊
予
市
営
住
宅
等
の
整
備
基
準
を
定

め
る
条
例（
案
）

■
閲
覧
場
所

○
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

○
中
山
・
双
海
地
域
事
務
所

○
伊
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
閲
覧
期
間
・
意
見
の
提
出
期
間

　
１
月
１
日
㈫
〜
２１
日
㈪

■
意
見
の
提
出
方
法

　
意
見
提
案
書（
所
定
の
様
式
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
持
参
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先

　 都

市

整

備

課（

９

８

２

ー

１
２
３
４
、
Ｅ
メ
ー
ルto

sh
iseib

i@

city
.iy
o
.lg
.jp

）

松山広域都市計画区域区分（人口フレーム）

の変更に係る公聴会を開催します

■日時　１月２２日（火）、１４：００～

■場所　中予地方局７階大会議室

■公述申込・問合先　県都市計画課都市計

画係（☎９１２ー２７３８）、都市整備課（内線５６８）

※詳しくは、１２月２８日愛媛県報第２４３３号をご

覧ください。また、会場は駐車場の利用がで

きませんので公共交通機関でご来場ください。

松山広域都市計画

伊予臨港地区の変更に係る案を縦覧します

■縦覧期間　１月７日（月）～２１日（月）

■縦覧場所　都市整備課

■意見書の提出　計画案に対して、縦覧期

間中に意見書を提出することができます。

提出期限は１月２１日（月）です。

■問合先　都市整備課（内線５６８）

広報いよし ２０１３．１(11)
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お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

自
衛
官
募
集
相
談
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

総
務
課
（
内
線
５
０
８
）

　
１１
月
１５
日
付
け
で
、
次
の
方
が
自
衛

官
募
集
相
談
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
衛
官
募
集
相
談
員
は
、
自
衛
官
の

募
集
に
関
す
る
情
報
提
供
や
、
個
別
的

広
報
を
援
助
す
る
方
で
す
。
自
衛
官
に

興
味
が
あ
る
方
や
志
願
し
た
い
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
港
南
中
学
校
区

・
米
田 

美
智
子
さ
ん（
稲
荷
）

　
☎
９
８
２
ー
７
１
７
８

・
萩
山 

泰
彦
さ
ん（
上
吾
川
）

　
☎
９
８
２
ー
５
６
４
８

・
大
内 

孝
子
さ
ん（
米
湊
）

　
☎
９
８
３
ー
１
７
７
５

■
伊
予
中
学
校
区

　
橘 

三
郎
さ
ん（
上
野
）

　
☎
９
８
２
ー
１
２
７
１

■
中
山
地
区

　
谷
本 

俊
克
さ
ん（
中
山
町
中
山
）

　
☎
９
６
７
ー
０
５
４
２

■
双
海
地
区

　
吉
野 

幸
明
さ
ん（
双
海
町
串
）

　
☎
９
８
７
ー
０
１
５
７

　平成２５年春に開始される「携帯端末

向けマルチメディア放送（モバキャス）」

の試験電波を１月初旬より発射します。

　この試験電波の影響で、伊予青島局

を受信している場合、地上デジタル放

送（南海放送とテレビ愛媛）の映りが悪

くなる可能性があります。症状が現わ

れた場合は下記までご連絡ください。

■問い合わせ・連絡先

モバキャス受信障害対策センター（☎
０１２０－３５５－４１１、ホームページ http://

www.mmb-tvs.itec-web.jp/）

※電話の利用時間は９時～２１時まで。

伊予青島局をアンテナ受信している方

テレビの映りが悪くなることがあります

　
家
庭
で
の
生
ご
み
の
排
出
削
減
や
地

球
温
暖
化
防
止
な
ど
、
環
境
保
全
意
識

の
高
揚
を
図
る
た
め
、
次
の
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

■
補
助
金
の
名
称

①
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
費

補
助
金

②
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
等
購
入
費
補

助
金

■
対
象
者

①
市
内
で
自
ら
が
居
住
す
る
住
宅（
店

舗
・
事
務
所
な
ど
の
併
用
住
宅
を
含
む
）

の
敷
地
内
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

設
置
し
、
㈳
太
陽
光
発
電
協
会（
Ｊ
ー

Ｐ
Ｅ
Ｃ
）の
補
助
を
受
け
た
方

※
全
量
買
い
取
り
は
対
象
外
。

あ
な
た
の
エ
コ
実
践
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
・
生
ご
み
処
理
機
の
補
助
金

市
民
生
活
課
（
内
線
５
３
５
・
５
３
６
）

②
家
庭
用
生
ご
み
処
理
容
器
、
家
庭
用

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
を
購
入
し
た
市

内
在
住
の
方

※
①
②
と
も
に
市
税
な
ど
の
滞
納
が
あ
る

方
は
対
象
外
。

■
補
助
金
額

①
１
ｋ
Ｗ
当
た
り
５
万
円
と
し
、
２０
万

円
を
限
度
に
補
助（
千
円
未
満
を
切
り

捨
て
）

②
購
入
金
額
の
２
分
の
１
と
し
、
家
庭

用
生
ご
み
処
理
容
器
は
３
千
円
、
家
庭

用
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
は
２
万
円
を

限
度
に
補
助（
百
円
未
満
を
切
り
捨
て
）

※
家
庭
用
生
ご
み
処
理
容
器
は
１
世
帯
に

つ
き
３
年
間
で
２
基
、
家
庭
用
電
気
式

生
ご
み
処
理
機
は
１
世
帯
に
つ
き
５
年

間
で
１
基
を
限
度
に
補
助
。

■
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　
市
民
生
活

課

２０１３．１ 広報いよし (12)

皆
さ
ん
の
安
心
の
た
め
に
、
消
防
は
２４
時
間
活
動
し
て
い
ま
す

高
齢
者
宅
へ
火
災
警
報
器
・
消
火
器
を
配
布
し
ま
し
た

伊
予
消
防
署
☎
９
８
２
ー
０
１
１
９

■伊予市管内の火災と救急出場件数（１１月末日現在）

種別 １１月分 累計

火 災

件 数

本庁 ０

０

本庁 ９

１４中山 ０ 中山 １

双海 ０ 双海 ４

救急出場

件 数

本庁 １０３

１３４

本庁 １，２９４

１，７０８中山 １４ 中山 １９１

双海 １７ 双海 ２２３

☎
火災・救急　➡　１１９

火　　災
救急病院

  案内 ９８２－５９５９

住
宅
用
火
災
警
報
器
・
消
火
器
の

高
齢
者
配
布
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

　　
こ
の
事
業
は
、
伊
予
地
区
住
宅
用
火

災
警
報
器
設
置
対
策
連
絡
会
が
、
市
内

各
地
区
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及

の
取
り
組
み
や
、
各
種
団
体
な
ど
の
活

動
状
況
な
ど
を
考
慮
し
、
中
村
・
上
野

地
区
を
モ
デ
ル
地
区
に
選
定
し
て
実
施

し
ま
し
た
。

　
全
国
消
防
機
器
協
会
の「
社
会
貢
献

委
員
会
」か
ら
住
宅
用
火
災
警
報
器
１００

個
、
住
宅
用
消
火
器
２５
本
の
無
償
配
布

を
受
け
、
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
に

併
せ
て
、
７０
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

世
帯
に
、
地
元
の
高
齢
者
家
庭
相
談
員

や
消
防
団
の
協
力
に
よ
り
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
取
り
付
け
や
住
宅
用
消
火

器
の
配
布
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
高
齢
者
や
障
害
者
の
方
々
へ

の
防
火
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
住
民

の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
住
宅
防
火
に
対

し
て
関
心
を
持
ち
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
・
住
宅
用
消
火
器
の
普
及
活
動
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

〜
空
か
ら
守
る
〜

「
消
防
防
災
航
空
隊
」

　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
空
を
飛
ん
で
活
動

す
る
消
防
職
員
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て

消
防

　
　
　
知
識

い
ま
す
か
？

　

｢

愛
媛
県
消
防
防
災
航

空
隊｣

は
、
県
内
の
各
消
防
局
・
本
部
か

ら
派
遣
さ
れ
た
消
防
職
員
と
、
県
の
職

員
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
活

動
範
囲
は
県
内
全
域
で
、
松
山
空
港
の

一
角
に
事
務
所
が
あ
り
ま
す
。

　
伊
予
消
防
署
か
ら
出
動
要
請
し
た
場

合
、
約
２５
分（
出
動
準
備
２０
分
、
実
質
の

飛
行
時
間
５
分
）で
伊
予
市
の
市
街
地

ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
活
動
内

容
は
、
山
林
火
災
の
よ
う
な
大
規
模
火

災
で
の
空
中
か
ら
の
消
火
や
、
車
両
の

近
づ
け
な
い
高
い
山
で
の
救
助
作
業
、

緊
急
を
要
す
る
救
急
搬
送
な
ど
幅
広
く

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
２１
年
か
ら
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

的
運
航
も
始
ま
り
、
要
請
が
あ
っ
た
と

き
に
は
医
師
を
乗
せ
て
現
場
に
向
か
う

こ
と
で
、
よ
り
迅
速
な
処
置
・
搬
送
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動

が
出
来
る
よ
う
に
、
消
防
職
員
は
定
期

的
に
消
防
防
災
航
空
隊
と
の
連
携
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。
伊
予
市
上
空
を
訓

練
な
ど
で
飛
行
す
る
際
、
騒
音
な
ど
が

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理

解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

広報いよし ２０１３．１(13)



ほっと
アングル

　１２月４日、藤井秀悟投手（横浜ＤｅＮＡベイスターズ、三秋出身）が、ウェルピ

ア伊予で『藤井秀悟感謝の集い』を開催しました。

　お世話になった地元の方々に、感謝の気持ちを伝えたいという藤井投手本

人の強い希望で開催されました。一人一人と握手を交わし、懐かしい話に花

を咲かせながら会は進み、最後に、感謝の気持ちとふるさとへの思いを涙な

がらにあいさつすると、会場から大きな拍手と声援が起こりました。

IY
O 

CI
TY
   　
　 HOT ANGLE         2005(H

17)4.1
～藤井秀悟投手がふるさと伊予市で「感謝の集い」

感謝の気持ちとふるさとへの思い

　１１月１１日、松山市で開催された『えひめ山の日の集い』

で、大田誠雄さん（双海町上灘）が、森の恵み部門（シイタ

ケ栽培）の「森の名手・名人」として、（公社）国土緑化推進

機構から認定証の伝達を受けました。

　大田さんは、「ほだ木と対話する」をモットーにシイタケ

づくりに取り組んでおり、育てられたシイタケは品評会

などで高い評価を得るなど、地域の生産者の良きお手本

となっています。

IY
O 

CI
TY
   　
　 HOT ANGLE         2005(H

17)4.1
～大田誠雄さんが「森の名手・名人」に認定

シイタケ栽培の名手・名人 　１０月１２日、岡山市で開催された『第８１回全国盲学校弁

論大会全国大会』に出場した冨永広幸さん（大平、写真右）

が見事優勝しました。

　冨永さんは一昨年、病気による視覚障害と診断されて

から、家族に支えられ、より強くなった絆をテーマに「私

と家族」を発表しました。現在は、県立松山盲学校高等部

の２年生。支えてくれる家族のために、一人前のマッサー

ジ師を目指して、勉強の日々を送っています。

IY
O 

CI
TY
   　
　 HOT ANGLE         2005(H

17)4.1
～冨永広幸さん 全国盲学校弁論大会優勝

支えてくれる家族 ～みんな大事な宝物～

２０１３．１ 広報いよし (14)広報いよし ２０１３．１(15)

　１１月１２日、南山崎小学校で『武田大作選手 感動をあり

がとう集会』が行われ、ボート種目でロンドンオリンピッ

クに出場した武田大作選手を、全校児童で歓迎しました。

　児童たちは、選手村での食事や英語での会話、ゴール

したときの気持ち、日ごろ気をつけていることなどを聞

いたり、ボート用のトレーニング器具を使わせてもらった

り、腕相撲で対戦したりしました。

IY
O
 C

IT
Y  
 　　

 HOT ANGLE         2005(H
17)4.1

～武田大作選手が母校で講演

地元出身のトップアスリートに大興奮
　１１月１３日、ＪＲ伊予中山駅で中山高等学校生徒による

手作り座布団の寄贈、設置が行われました。

　ＪＲを利用して通学する生徒が多く、みんなが気持ち

よく利用できる駅にしたいという思いで、夏と冬の年２

回座布団を作って寄贈、設置しています。代表者が「いつ

も駅を利用させていただいている感謝の気持ちを込めて

作りました。ぜひ使ってください」と笑顔でＪＲ松山駅長

に手渡した後、駅構内のベンチに設置しました。

IY
O
 C

IT
Y  
 　　

 HOT ANGLE         2005(H
17)4.1

～中山高校生徒がＪＲ伊予中山駅に座布団を寄贈

手作りの座布団が心と体を温めます

　１１月１８日、中山町内各地区の自主防災会から約４０名

が参加し、『中山地域自主防災組織消防教室』が行われま

した。

　自主防災組織の必要性や災害時の活動について消防職

員から講義を受け、防災クイズを実施。その後、消火栓の

取り扱い方法、応急担架の作り方、三角巾やＡＥＤを使っ

た応急手当法などについて学びました。参加者は、説明

に熱心に耳を傾け、真剣な表情で取り組んでいました。

IY
O
 C

IT
Y  
 　　

 HOT ANGLE         2005(H
17)4.1

～中山地域自主防災組織消防教室

自助・共助の精神を深める

　１１月１６日、伊予市市民会館で『平成２４年度伊予市平和

祈念式典』が行われました。

　市長や伊予市遺族会会長などの追悼の言葉の後、遺族

の方々をはじめ、関係機関や団体の代表者、郡中小学校

６年生児童が慰霊碑に献花を行いました。

　伊予市の戦没者および公務殉職者は１，６２２柱。戦没者

および公務殉職者の御霊に対して、謹んで哀悼の誠を奉

げます。

IY
O
 C

IT
Y  
 　　

 HOT ANGLE         2005(H
17)4.1

～平和祈念式典

謹んで哀悼の誠を奉げます



　１１月２７日、港南中学校で『港南中学校屋内運動場建替

工事安全祈願祭』が行われました。

　港南中学校屋内運動場の老朽化に伴い、平成２６年３

月完成を目指して、施工業者や市、地元区長などの関係

者が参加し、建替工事の無事を祈願しました。新しい屋

内運動場は、鉄筋コンクリートＲＣ造１階建、総延床面積

２７０７．８８㎡。正規のバスケットボールコートが２面使用で

きる充実した設備になっています。

IY
O
 C

IT
Y  
 　　

 HOT ANGLE         2005(H
17)4.1

～港南中学校屋内運動場建替工事安全祈願祭

平成２６年３月完成予定

　１１月２１日、上下水道事業運営審議会（柏谷増男会長）は

『公共下水道計画の見直しについて』に関する答申書を市

長に提出しました。

　答申書の主な内容は、伊予処理区（旧伊予市）において

昭和６３年度に作成された全体計画を、高齢化社会や財政

状況などの社会情勢に対応するため見直したものです。

IY
O
 C

IT
Y  
 　　

 HOT ANGLE         2005(H
17)4.1

～上下水道事業運営審議会が答申

公共下水道の全体計画を見直し

　１１月２７日、宮城県石巻北高等学校飯野川校の生徒１９

人が、愛媛県被災地学校修学旅行支援事業を活用し、修

学旅行の地として、双海地区を訪れました。

　みかん狩りをしたあと、長浜高等学校での交流を挟み、

夕方からは、ふたみシーサイド公園でじゃこ天づくり体

験と夕日観賞を楽しみました。「じゃこ天を食べるのも

作るのも初めてでした。難しかったけど、すごくおいし

かったです」と、ご満悦の様子でした。

IY
O
 C

IT
Y  
 　　

 HOT ANGLE         2005(H
17)4.1

～石巻北高等学校飯野川校が修学旅行で来市

双海名物でおもてなし

　１１月２０日、南山崎小学校に、アルミ缶リサイクル協会

から感謝状が贈られました。

　アルミ缶の回収は、元々ＰＴＡの方々が１０年以上前に

始めた活動で、その後５年生の授業で行うようになり、

現在は環境委員会の児童９人を中心に、地域の方と一緒

に回収しています。集会では、昨年度は年間７７６ｋｇを集

めたこと、これはテレビを５０，７１８日間見られるエネルギー

に当たることが発表されました。

IY
O
 C

IT
Y  
 　　

 HOT ANGLE         2005(H
17)4.1

～南山崎小学校のアルミ缶回収に感謝状贈呈

学校・地域が一体となった活動に評価

２０１３．１ 広報いよし (16)

　１２月４日、中山地域事務所で、中山幼稚園、中山・佐礼

谷保育所の年長組１１人を対象に、今年度３回目の『キッ

ズキッチン』が開かれました。

　今回のメニューは、伊予市特産イワシのハンバーグ、み

そ汁、ムロブシおにぎりなど。子どもたちはイワシを手開

きにしたり、玉ネギや豆腐を切ったり、おにぎりを握っ

たりしました。最後は「私が作ったんだよ」と話しながら

保護者と一緒にいただきました。

IY
O
 C

IT
Y  
 　　

 HOT ANGLE         2005(H
17)4.1

～キッズキッチンｉｎ中山

料理を通じて食を学ぶ

広報いよし ２０１３．１(17)

すくすく

いよっ子

♠仙波  隼
はやと

翔 くん（下吾川）
　平成２２年６月９日生まれ（２歳） 　
　

やんちゃなはやとくん。

これからも元気に育ってね。

♠原田  蒼
そうし

士 くん（左）（米湊）
　平成２２年４月２２日生まれ（２歳） 

♥森實  乃
の あ

愛 ちゃん（右）（米湊）
　平成２２年４月２１日生まれ（２歳）

　

　１２月１３日、『税』をテーマに作文を書いた、双海中学校

の大﨑魁斗さん（左）が松山税務署長賞、山岡祐菜さん（右）

が伊予市長賞をそれぞれ受賞しました。

　大﨑さんは、出産費用や幼児期の医療費への助成が税

金によって賄われていること、山岡さんは、自分の生活

に関わりの深い学校や消防、警察などが税金で機能して

いることを例に挙げて、税金の大切さや将来しっかり納

税したいという思いを訴えました。

IY
O
 C

IT
Y  
 　　

 HOT ANGLE         2005(H
17)4.1

～税の作文 大﨑魁斗さん、山岡祐菜さんが受賞

中学生が税金の大切さを訴えました１日ちがいの幼なじみ！

ず～っと仲良しだよ♡
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四
国
電
力
管
内
で
は
、
厳
冬
を
想

定
し
た
上
で
、
瞬
間
的
な
需
要
変
動

へ
の
対
応
で
必
要
な
、
予
備
率
３
％

以
上
を
確
保
で
き
る
見
通
し
で
す
。

し
か
し
大
規
模
な
発
電
所
の
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
た
場
合
、
安
定
供
給
で

き
な
い
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
３
月
２９
日
ま
で
の
平
日
９
時
〜
２１

時
ま
で
の
間
、
節
電
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

《
冬
季
の
省
エ
ネ
》

○
重
ね
着
な
ど
を
し
て
、
室
温
２０
℃

を
心
掛
け
る
。（
設
定
温
度
を
２
℃
下

げ
た
場
合
、
節
電
効
果
７
％
）

○
不
要
な
照
明
を
で
き
る
だ
け
消

す
。（
節
電
効
果
４
％
）

○
冷
蔵
庫
は
設
定
温
度
を「
弱
」
に

変
え
、
扉
を
開
け
る
時
間
を
減
ら
し
、

食
品
を
詰
め
込
み
過
ぎ
な
い
よ
う
に

す
る
。（
節
電
効
果
１
％
）

四
国
経
済
産
業
局
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
課（
☎
０
８
７
ー
８
１
１
ー

８
５
３
５
）

お
知
ら
せ

冬
季
の
省
エ
ネ
対
策
！

　
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
を
抱
え

て
、
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

家
庭
や
職
場
に
つ
い
て
、
心
と
身
体

の
不
調
に
つ
い
て
な
ど
、
臨
床
心
理

士
が
電
話
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
匿
名
で
で
き
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

●
日
時

　
１
月
２７
日
㈰
、
９
時
〜
１７

時●

相

談

電

話

　 ☎
９

５

６

ー

２
８
１
０
、
ま
た
は
☎
９
５
６
ー

２
８
１
１

※
当
日
の
み
通
話
可
能
。

愛
媛
県
臨
床
心
理
士
会
事
務
局（

９
１
３
ー
７
８
８
１
）

※
問
い
合
わ
せ
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
み
可
能
。

電
話
相
談

臨
床
心
理
士
に
よ
る

「
こ
こ
ろ
の
健
康
電
話
相
談
」

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
、
通
信
制
の

大
学
で
す
。

●
出
願
期
間

　
２
月
２８
日
㈭
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
放

送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー（
☎

９
２
３
ー
８
５
４
４
）

募
集

放
送
大
学
平
成
２５
年
度
４
月

入
学
学
生
募
集
！

　
非
正
規
雇
用
の
方
の
正
規
雇
用
へ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
今
の
働
き
方
を
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

●
内
容
・
日
時

○
夜
間
相
談
・
面
接
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
１
月
２１
日
㈪
〜
２５
日
㈮
、
２８
日
㈪
〜

３１
日
㈭
、
２０
時
ま
で
）

○
日
曜
相
談（
１
月
２０
日
㈰
、
２７
日
㈰
）

○
就
活
再
ス
タ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー（
１
月

１２
日
㈯
、
１９
日
㈯
、
２６
日
㈯
）

○
専
用
相
談
Ｄ
Ａ
Ｙ（
１
月
８
日
㈫

以
降
の
毎
週
火
・
木
曜
日
）

○
個
別
会
社
説
明
会（
２
月
１６
日
㈯
、

２３
日
㈯
）

●
対
象
者

　
パ
ー
ト
、ア
ル
バ
イ
ト
、

派
遣
な
ど
で
働
い
て
い
る
方
お
よ
び

無
職
の
方（
学
生
、
卒
業
３
年
以
内

の
方
、
現
在
正
社
員
の
方
は
除
く
）

●
場
所
・
問
い
合
わ
せ

　
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
愛
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ（
松
山
銀
天
街
Ｇ
Ｅ

Ｔ
！
４
階
、☎
９
１
３
ー
８
６
８
６
）

就
職
案
内

１
月
は
正
社
員
チ
ャ
レ
ン
ジ

応
援
月
間

●
職
種
区
分

　
嘱
託
職
員（
管
理
宿

直
）

●
募
集
人
員

　
２
人

●
年
齢
要
件
な
ど

　
昭
和
２３
年
４
月

２
日
〜
平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
で
、
地
方
公
務
員
法
第
１６
条
各

号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
方

●
業
務
内
容

　
和
楽
園
の
管
理
宿
直

業
務

●
勤
務
時
間

　
１９
時
〜
翌
日
７
時

●
勤
務
日

　
交
替
制（
原
則
、
１
日

交
替
）

●
報
酬

　
日
額
６
２
０
０
円（
１２
月

２９
日
〜
１
月
３
日
は
９
３
０
０
円
）

●
任
用
予
定
期
間

　
４
月
１
日
〜
平

成
２６
年
３
月
３１
日（
更
新
予
定
あ
り
）

●
申
込
方
法

　
履
歴
書（
市
販
の
も

の
で
可
）
を
、
１
月
４
日
㈮
〜
１８
日

㈮
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
、
８
時
３０

分
〜
１７
時
１５
分

●
試
験
内
容
・
日
程

　
面
接
に
よ
る

選
考
。
面
接
日
は
本
人
に
通
知
。

●
申
込
先
・
面
接
場
所
・
問
い
合
わ

せ

　
伊
予
市
・
伊
予
郡
養
護
老
人

ホ
ー
ム
和
楽
園（
松
前
町
大
字
大
溝

９６
ー
１
、
☎
９
８
４
ー
１
２
６
５
）

募
集

伊
予
市
・
伊
予
郡
養
護
老
人

ホ
ー
ム
組
合
嘱
託
職
員
募
集

　
自
家
用
に
梅
酒
な
ど
の
混
和
酒

（
市
販
酒
類
に
果
実
な
ど
を
漬
け
る

も
の
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
を
伴
わ

な
い
も
の
）
を
造
る
場
合
を
除
き
、

酒
類
の
製
造
を
行
う
場
合
に
は
、
酒

税
法
に
基
づ
く
酒
類
製
造
免
許
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
い
わ
ゆ
る「
ど
ぶ
ろ
く
」を
自
家
用

に
造
る
場
合
も
、
製
造
免
許
が
必
要

で
す
。
免
許
を
受
け
ず
に
酒
類
を
製

造
し
た
場
合
、
酒
税
法
の
規
定
に
よ

お
知
ら
せ

絶
対
ダ
メ
！

お
酒
の
密
造

り
、
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
５０
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

松
山
税
務
署（
☎
９
４
１
ー

９
１
２
１
）
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《無料人権相談》

１月８日（火）、１０：００～１５：００

市民会館１階

相談担当者：人権擁護委員

《心配ごと相談》

社会福祉協議会

・伊予事務所：毎月第４水曜日

・中山事務所：毎月第２木曜日

・双海事務所：毎月第２水曜日

１３：３０～１６：００

《弁護士無料相談》（前日までに予約）

毎月第１・３水曜日、１３：３０～１６：００

社会福祉協議会伊予事務所本館

☎９８２－０３９３
《行政書士無料相談》（前日までに予約）

毎月第２金曜日、１３：３０～１６：００

社会福祉協議会伊予事務所本館

☎９８２－０３９３
《行政相談》

１月８日（火）、１０：００～１３：００

・本庁地区：中央公民館

　松尾 多美子さん（☎９８２－５１５５）
１月８日（火）、９：００～１２：００

・中山地区：中山地域事務所

　宮田 昭典さん（☎９６７－１１１１）
・双海地区：山口 隆義さん方

　（☎９８７－０６３０）
《家庭児童相談室》

月～金曜日、８：３０～１７：００

相談先：福祉課内家庭相談員（内線５５２）

《ＤＶ相談》

月～金曜日、８：３０～１７：００

相談先：福祉課ＤＶ担当（内線５３８）

《女性のための相談》

○一般相談

　火～金曜日…来所８：３０～１６：３０、

電話８：３０～１７：３０

　土・日曜日…８：３０～１６：３０

○心理カウンセリング

　第１～４木曜日、１３：００～１７：００

○法律相談

　第１～４木曜日、１３：３０～１５：３０

相談先：愛媛県男女共同参画センター

（松山市山越町４５０、☎９２６ー１６４４）
《在宅介護支援センター２４時間相談》

年中無休、２４時間体制

相談先：社会福祉協議会伊予事務所☎
９８３－６２２４、伊予あいじゅ☎９８２－
６６６８、森の園☎９８２－７４７４、なかや
ま幸梅園☎９６７－０３００、双海夕なぎ荘
☎９８６－０１３１
《不動産相談》

毎月１０日（土・日曜日、祝日の場合は

翌日）、１３：００～１５：００

ふるさと創生館

相談先：宅建協会伊予支部

●
受
付
期
間

　
２
月
１
日
㈮
〜
８
日

㈮
、
８
時
３０
分
〜
１７
時（
土
・
日
曜
日

は
除
く
）

※
事
前
に
申
込
書
が
必
要
な
方
は
、
１
月

１５
日
㈫
以
降
、
愛
媛
県
営
住
宅
管
理

グ
ル
ー
プ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
受
付
場
所

　
県
中
予
地
方
局
７
階

（
松
山
市
北
持
田
町
１３２
番
地
）

●
抽
選
日

　
３
月
６
日
㈬

愛
媛
県
営
住
宅
管
理
グ
ル
ー
プ

（
松
山
市
三
番
町
６
丁
目
７
ー
２
ラ
・

ベ
ル
ダ
ム
ビ
ル
４
階
、
☎
９
９
８
ー

６
６
７
１
）、
県
中
予
地
方
局
建

設
部
建
築
指
導
課（
☎
９
０
９
ー

８
７
７
８
）

募
集

県
営
住
宅

補
欠
入
居
者
募
集

　
１
月
３１
日
㈭
は
、
労
働
保
険（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）
料
の
第
３
期

分
納
付
期
限
で
す
。

　
事
業
主
の
皆
さ
ん
に
は
、
１
月
１１

日
㈮
ご
ろ
に
納
付
書
を
お
届
け
し
ま

す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
の

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室（
☎

９
３
５
ー
５
２
０
２
）

お
知
ら
せ

労
働
保
険
料
は

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

　
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
を
通
じ
て
、

幸
せ
な
結
婚
へ
向
け
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
説

明
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
参
加
希
望
日
時
と
会
場
を

記
入
し
て
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
説
明
会
日
時

　
２
月
１３
日
㈬
、
１４

時
〜
１６
時
、
１８
時
〜
２０
時

●
説
明
会
会
場

　
松
山
商
工
会
館
４

階（
松
山
市
大
手
町
２
ー
５
ー
７
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎

９
３
３
ー
５
５
９
６
、
Ｅ
メ
ー
ル

o
ffice@

m
sc-eh

im
e.jp

）

募
集

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
員
」

　
土
地
・
建
物
・
会
社
な
ど
に
関
す

る
登
記
、
戸
籍
、
供
託
お
よ
び
人
権

問
題
な
ど
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相

談
や
、
土
地
の
境
界
に
関
す
る
相
談
、

遺
言
お
よ
び
公
正
証
書
に
関
す
る
相

談
が
で
き
ま
す
。

※
相
談
無
料
。
秘
密
厳
守
。

●
日
時

　
１
月
２７
日
㈰
、
１０
時
〜
１５

時●
場
所

　
い
よ
て
つ
髙
島
屋
７
階

キ
ャ
ッ
ス
ル
ル
ー
ム

●
相
談
担
当
者

　
法
務
局
職
員
、
公

証
人
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査

士
、
人
権
擁
護
委
員

松
山
地
方
法
務
局
総
務
課（
☎

９
３
２
ー
０
８
８
８
）

無
料
相
談

全
国
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所
の
開
設

　
フ
グ
中
毒
事
件
の
ほ
と
ん
ど
が
、

家
庭
で
の
素
人
調
理
が
原
因
で
す
。

フ
グ
は
種
類
に
よ
っ
て
食
べ
ら
れ
る

部
位
が
異
な
り
、
専
門
の
知
識
が
な

い
と
鑑
別
は
難
し
く
、
処
理
に
も
高

度
な
知
識
と
技
術
が
必
要
で
す
。

　
フ
グ
毒
は
青
酸
カ
リ
の
約
千
倍
の

毒
で
、
加
熱
分
解
さ
れ
ず
、
２０
分
〜

３
時
間
で
し
び
れ
や
お
う
吐
な
ど
の

中
毒
症
状
を
起
こ
し
、
最
悪
の
場
合
、

死
亡
し
ま
す
。
フ
グ
調
理
は「
ふ
ぐ

取
扱
者
」の
資
格
の
あ
る
方
に
お
願

い
し
、
資
格
の
な
い
人
が
処
理
し
た

フ
グ
を
も
ら
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

県
薬
務
衛
生
課（
☎
９
１
２
ー

２
３
９
５
）

お
知
ら
せ

釣
っ
た
フ
グ
の
素
人
調
理
は

や
め
ま
し
ょ
う
！
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■１月の相談日　４日（金）、７日（月）、８日（火）、１１日（金）、１５日（火）、１８日（金）、２１日（月）、２２日（火）、２５日（金）、

２８日（月）、２９日（火）　　■時間　８：３０～１７：１５　※金曜日は８：３０～１２：００

☎９８２－２６０２
伊予市青少年センター
子どもの悩み相談専用電話　

Tell us

新刊入りました！

■無名の虎　仁志 耕一郎／朝日新聞出版

■いのちより大切なもの　星野 富弘／いのちのこと

ば社フォレストブックス

■病気を遠ざける！魚の缶詰レシピ　白澤 卓二／河

出書房出版

■人生が必ずうまくいく「感動脳」の秘密　米山 

公啓／祥伝社

（頑張るより、脳を震わせよう！感動を利用して成

功するための脳科学的方法を伝授する。）

■おかしなゆき ふしぎなこおり　片平 孝／ポプ

ラ社

（雪が降ったら、外へ出かけてみよう。大迫力の雪

と氷の世界を写真で紹介！）

《一般書》

■ママは大統領　キャシディ・キャロウェイ／小学館

■さかさんぼの日　マーク・シーモント／偕成社

■かいじゅうのさがしもの　富安 陽子／ひさかた

チャイルド

《児童書》

■開館時間

火～金曜日　９：００～１８：００

土・日曜日　９：００～１７：００

■１月の休館日

１２月２８日（金）～１月３日（木）、

７日（月）、１４日（月）、１５日（火）、

２１日（月）、２８日（月）、３１日（木）

■お話し会、腹話術

１２日（土）　１０：３０～

（絵本読み聞かせ、紙芝居、お

楽しみパネルシアター）

■愛媛ＦＣと本を読もう！

４日（金）～２０日（日）

（愛媛ＦＣに所属する選手が選

んだおすすめ本を展示）

無
料

伊予市立図書館
☎９８３－４０５１

Library

古今東西
『おいしそうに

　感じるもの、感じないもの』

Column

　私は、もともと食べ物の好き嫌いはありませんでし

た。母国では「変わった料理」にトライして「食の冒険」

を楽しんでいました。

　しかし、日本に来て好き嫌いができてしまいました。

和食でも、寿司とか麺類など好きな料理はたくさんあ

りますが、見るに堪えられず口に入れる気にならない

ものもあります。

　「何がおいしそうか」という感覚は主観的なことで

あり、人それぞれの育ちと生活の影響がとても大きい

と思います。ちなみに私の地元で行われるお祭りで

は「ガラガラヘビ」と「ワニ」を使った料理が楽しめま

す。一緒に挑戦してみませんか…。　　（ＡＬＴ：マーク）

無
料

ワニの空揚げ

ま ドンびラなびラ
まなび
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文
　化

スポ
ーツ人

　権
生涯
学習

教
　育

 平成２５年伊予市成人式

 しおさいオープンバドミントン大会

 が延期になりました！

■日時　１月１３日（日）、受付１０：００、開式１０：３０

■場所　しおさい公園市民体育館

■対象　平成４年４月２日～平成５年４月１日生

まれの方

■問い合わせ　中央公民館（☎９８２－５１５５）

※市外に転出している方も参加できます。早めにご連絡

ください。ご家族も２階観覧席からご覧いただけます。

■日時　１２月１６日（日）→２月３日（日）、８：３０～

■場所　しおさい公園市民体育館

■種目　男子ダブルス、女子ダブルス

■申込締切　１１月３０日（金）→１月１８日（金）

■申し込み・問い合わせ　申込書と参加費（１ペア

２，０００円）を持って中央公民館（☎９８２－５１５５）へ

■第７７回伊予市軟式野球クラブ大会（１０月２８日、

１１月４日開催）

優　勝　港南キングス

準優勝　バットマンズ

■第５４回伊予市レクバレー大会（１１月２５日開催）

【女性の部】

■伊予市長杯争奪市民バレーボール大会（１２月２日

開催）

【男子の部】　優　勝　郡中クラブ　

準優勝　北山崎体育会

【女子の部】　　優　勝　アルファー

準優勝　いよ愛球　

 大会結果

 第７回伊予市駅伝大会

■日時　１月２７日（日）、９：００～

■場所　しおさい公園周辺

■申込方法　１月７日（月）までに、選手名簿と参加

料を添えて、中央公民館内体育協会事務局、または

各地区公民館へ申し込んでください。

■問い合わせ　中央公民館（☎９８２－５１５５）

 平成２４年度

 伊予市生涯学習推進大会
■大会テーマ　「地域の教育力をどう高めていくか」

■日時　２月１０日（日）９：００～

■場所　伊予市市民会館大ホール

■講師　奥村幸治さん（１９９３年オリックス・ブルー

ウェーブにテスト入団後、翌年にはイチロー選手の

専属打撃投手を務める。パーソナル・トレーナーとし

て多くのスポーツ選手を育ててきた経験や少年野球

チームの指導をもとに、子どもの能力を伸ばす体づ

くり、心づくりについて講演します。）

■問い合わせ　中央公民館（☎９８２－５１５５）

Ａブロック
優　勝 アンパンマン
準優勝 クッキーズナッツ

Ｂブロック
優　勝 イレブン
準優勝 …ｉｎｇ

Ｃブロック
優　勝 おれんじ
準優勝 タイガー
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実施保健
センター

日　時 対　象　者 内　容

３カ月児健診 伊 予 １／ ８（火）１３：００～１４：００Ｈ２４年９月出生児 身体測定・内科健診

１歳６カ月児健診 伊 予 １／２２（火）１３：００～１４：００Ｈ２３年５・６月出生児 内科・歯科健診

乳幼児健診 双 海 １／１６（水）１３：００～１４：００

【乳児】Ｈ２４年８～１０月出生児

【１歳６カ月児】Ｈ２３年４～６月出生児

【３歳児】Ｈ２１年１０～１２月出生児

身体測定・内科健診

フッ素塗布
双 海 １／１６（水）

１３：３０～１４：００幼児
フッ素・サホライドを１００

円で塗布  ※歯ブラシ持参伊 予 １／２２（火）

育児相談 伊 予 １／ ９（水）
 ９：００～１１：００

１３：００～１５：００
乳幼児 身体測定・健康相談

歯科相談
伊 予 １／ ９（水） ９：３０～１１：００

乳幼児
歯科衛生士による歯科相

談  ※歯ブラシ持参双 海 １／１６（水）１３：３０～１４：００

◎心理相談
伊 予

１／ ９（水） ９：００～１２：００

乳幼児～思春期の子がいる保護者 子育てに関する悩み相談１／２２（火）１３：００～１５：００

双 海 １／１６（水）１３：３０～１５：００

離乳食講座 伊 予 １／２９（火）１３：３０～１５：００離乳期の乳児がいる保護者
離乳食の進め方の説明と

試食

◎のびのびクラブ 伊 予
１／１５（火）

 ９：３０～１１：００育児不安や悩みを持つ親子 「たのしく遊ぼう」
１／２８（月）

保健センターからのお知らせ

健  ガ  ド康  イ
※母子健康手帳を持参。対象月に受けていない人も受診できます。◎は予約が必要です。

※３カ月児健診・１歳６カ月児健診は、お近くの保健センターで受診してください。乳児健康診査（２回）は、乳児一般健康診査

受診票（出生後、保健センター窓口で発行）を利用して、かかりつけの医療機関で個別に受診してください。

母子

保健

予防

接種

　予診票・接種券を持って医療機関で受けて

ください（要予約）。持っていない方は保健セン

ターで再発行しますので、母子手帳を持参して

ください。

◎麻しん・風しん予防接種

期間を過ぎると、約１万円
の全額負担になります。

■対象　１期：１歳～２歳未満（誕生日前日まで）

２期：Ｈ１８年４月２日～Ｈ１９年４月１日生まれ

３期：Ｈ１１年４月２日～Ｈ１２年４月１日生まれ

４期：Ｈ６年４月２日～Ｈ７年４月１日生まれ

※２～４期の期間はＨ２５年３月３１日まで

藁池 八重子さん「骨が丈

夫です。肉よりは魚が好

きで、嫌いなものはありま

せん」（８６歳、中山町出渕）

森本 庸子さん「３カ月に

１回歯医者へ行きます。

骨ごと食べれる魚が好き

です」（８２歳、中山町佐礼谷）

２７本

２５本

２５本

菊地 美惠子さん「主食

は麦飯です。歯磨きは食

後すぐに歯ブラシ３本を

使ってします」（８０歳、稲荷）

元
気歯
つらつ

コンクール入賞者
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月　日 受付時間 場　所

健
康
診
査

Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎

前
立
腺
が
ん

肺
が
ん

胃
が
ん

大
腸
が
ん

超
音
波
検
診

子
宮
が
ん

乳
が
ん

骨
粗
し
ょ
う
症

申
込
締
切
日

Ｃ
Ｔ

Ｃ
Ｒ

本

庁

１ ／２１（月）
 ８：３０～１０：００

伊予市保健センター

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
１／ ７（月）

１３：００～１４：００ ○ ○ ○

１ ／２６（土） ８：３０～１０：３０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
１／ １０（木）

１ ／２７（日） ８：３０～１０：３０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

双

海
１ ／２４（木）

 ８：３０～１０：００
双海保健センター

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
１／ ９（水）

１３：００～１４：００ ○ ○ ○

※特定健診の申し込みは ☎９８２－２７２７

中山保健センター
☎９６７－１１１１
  ９６７－１１０１

※休日当番医は２７ページのカレンダーをご覧ください。

申し込み・

問い合わせ

各種相談・教室（　　　　　　　　  ）　　　　　　　 ）相談無料・要予約

・秘密厳守

■日時　１月１６日（水）、１３：００～　

※１人１時間。

■場所・申し込み　伊予市保健センター

※申込締切日までにお近くの保健センターへお申し込みください。

※各検診項目には、年齢・保険種別などの受診条件があります。

今年度最後の健診です。受診していない方はぜひお申し込みください。　　　　　　　 　受託機関：愛媛県総合保健協会

健康診査・

各種がん検診

◎こころの健康相談

伊予市保健センター
☎９８３－４０５２
  ９８３－５２９５

双海保健センター
☎ ９８６－５６６６
  ９８６－１５３３

■日時　１月２４日（木）、９：００～１２：００、１３：３０

～１６：００　※１人１時間。

■場所・申し込み　伊予市保健センター

◎個別栄養相談
■時間　１３：３０～１５：００（受付１３：００～）

■場所・申し込み　伊予市保健センター

◎心の健康づくり教室

日　時 内容・持参品

１／１１（金）講話「睡眠と健康」※筆記用具が必要。

１／２３（水）
講話「あなたも心の健康づくりの応援者」
※筆記用具が必要。

１／２８（月）
講話と実技「ヨーガで心も体もリフレッシュ！」
※タオル、飲み物が必要。

「がん検診無料クーポン券」配布対象者

《子宮頸がん検診》２０歳、２５歳、３０歳、３５歳、４０歳の女性

《乳がん検診》４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、６０歳の女性

《大腸がん検診》４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、６０歳の方

（平成２４年４月１日現在）

■日時　１月３１日（木）、１３：３０～１５：３０

■場所　伊予市保健センター

■内容　講話とワークショップ（演習）

「自分の宝箱見てみよう～自分とも人ともよりよ

いコミュニケーションをするために～」

■講師　産業カウンセラー 永野 桂 さん

■対象　精神障害者の家族

※初めて参加される方は、伊予市保健センターまでご

連絡ください。

◎精神障害者家族懇談会

がん検診受けましたか？

節目の年齢の方が対象で、一部

がん検診が無料で受けられます。

有効期限は２月２８日です。

※市民の方が対象で、参加費は無料です。

※各日程の１週間前までに申し込んでください。



学校
生活

『２年生３０㎞歩行』

双海中学校

２０１２．１２．８

　上灘中学校から続く、少

年の日記念行事で、２年生

３０人は学校から道後まで約

３０㎞の距離を歩きました。

　「坂がきつかった。楽しくて

達成感があった」（渡辺千晴さ

ん、谷口茉鈴さん）　「最初は楽

かと思った。車ではあまり見

ない景色がいろいろ見えた」

（栗坂怜弥さん、武智慎さん）

『オカザリ（注
し め

連飾り）』

　お正月の雰囲気を感じさせるものの１つに、各

家庭の戸口につるされたオカザリがあります。

　伊予市のオカザリは、丸く輪にして飾る「輪じめ」

というタイプがほとんどです。写真のオカザリは、

ヤマクサ（ウラジロ）とカブスを付けています。中

山町泉町地区では、戸口につるす場合には、さら

にお宮からもらったお札と、お米・アマボシ（干し

柿）・栗・お頭つきイリコ・コブなどを紙に包んで水

引きでくくったものをカブスの下に付けます。か

つては玄関だけでなく、床の間や仕事場など何カ

所も飾っていました。

　オカザリは、小正月（１月１５日）の朝に行う「どん

ど焼き」ではやします。これからも長く伝えたい

年中行事の一つと言えるでしょう。（社会教育課）

日常を　　り取る切切

歴史

を　　り取る切切

を　　り取る切切
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７：３０学校出発 １５：００道後到着

　「先輩から聞いて知り、な

んで歩かんといかんのと

思った。今はけっこう楽し

みです」（大垣馨瑚さん）　

「やれば頑張るので大丈夫

です」（藤岡七海さん）

ＳＴＡＲＴ ＧＯＡＬ

２０１１年中山地区

趣味
サークル

『あみあみクラブ』

■活動日時

毎週火・木曜日

９：３０～１２：００

■活動場所

上灘老人憩の家

（双海町上灘）

■対象者

どなたでも大歓迎です

■参加料

無料（材料は各自で負担）

■問い合わせ

上灘老人憩の家

（梁田三代子さん）

☎９８６－０４６９

　「みんなで旅行に行ったとき、長尾さん（写真後列中）の着とった服

をかわいいなって話しよったんよ。そしたら、『自分で編んだんよ。誰

でも編めるよ』と言うてな、それからみんなが集まって編み始めたん

よ」と笑顔で話す梁田さん（写真前列右２番目）。材料は、家にある使わ

なくなったセーターなどの毛糸をほどいて使用しています。写真は、

新しい形になってよみがえった、セーターやベストを着て撮影しました。

『キウイ大福』

①水、牛乳、砂糖、ドライあんを混ぜ、中火にか

ける。

②あんこが焦げないように混ぜながら水分を

とばし、少しぱさつくような感じで、鍋から離

れ、まとまったら火を止める。

③４分の１にカットしたキウイをあんこで包

む。（キウイが見えるように、先を出して包む）

④白玉粉、上新粉、砂糖を混ぜ、少しずつ水を

入れながら混ぜる。

⑤④がしっかり混ざったら、６００Ｗで２分３０

秒ほどレンジにかけて、混ぜて生地がのびたら、

でんぷんを敷いたまな板に載せ、伸ばして１０

個にカットする。

⑥⑤で③を包み、形を整えたら完成。

材料（１０個分）
・キウイ…３個

（あんこ）

・水…５０ｇ

・牛乳…１００ｇ

・砂糖…５０ｇ

・ドライあん…５０ｇ

作り方

料理
レシピ

日常を　　り取る切切

を　　り取る切切

を　　り取る切切
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（生地）

・白玉粉…５５ｇ

・上新粉…２５ｇ

・砂糖…８０ｇ

・水…１００ｇ

伊予農業高等学校の生徒が考案したメニュー。
キウイの酸味とあんこの甘味が絶妙です。



武智 和
か ず と み

臣

生き生き人生　わくわく私

翠小学校、八幡浜市立日
ひづ ち

土小学校の

改修に携わった一級建築士

さん（上三谷）

個人さえよければではなく

全体性をきちんと考えたい

改修・改築された八幡浜市立日土小学校 (26)２０１３．１ 広報いよし
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（
伊
予
市
）な
ど
も
設
計
し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
八
幡
浜
市
立
日
土
小

学
校
の
改
修
・
改
築
に
よ
る
保
存

再
生
が「
世
界
で
完
璧
な
模
範
に

な
る
」
と
評
さ
れ
、
文
化
遺
産
の

保
存
に
取
り
組
む
非
営
利
組
織

ワ
ー
ル
ド
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
財
団
／

ノ
ー
ル 

モ
ダ
ニ
ズ
ム
賞
や
、
日
本

建
築
学
会
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

「
新
し
く
建
て
替
え
る
こ
と
も

で
き
ま
す
が
、
そ
の
存
在
か
ら
、

思
い
出
や
記
憶
が
甦
っ
て
く
る
は

ず
で
す
。
日
土
小
学
校
で
育
っ
た

約
２
５
０
０
人
の
記
憶
を
我
々
は

留
め
、
想
い
を
し
っ
か
り
と
繋
い

だ
の
で
は
」と
話
す
、
武
智
さ
ん
。

　
伊
予
市
で
も
、
翠
小
学
校
の
エ

コ
改
修
に
取
り
組
み
、
太
陽
光
発

電
や
古
紙
を
固
め
た
断
熱
材
な

ど
、
一
般
住
宅
に
も
活
用
で
き
る

も
の
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

「
住
民
の
方
々
や
子
ど
も
た
ち

に
、
木
造
校
舎
の
良
さ
や
エ
コ
の

精
神
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、

何
度
も
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

エ
コ
改
修
で
削
減
さ
れ
た
二
酸
化

炭
素
は
、
１
ｈａ
の
森
が
５０
年
か
け

て
吸
収
す
る
量
に
相
当
す
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
」

　
建
築
士
を
志
し
た
の
は
中
学
生

の
と
き
。
屋
根
裏
に
あ
っ
た
建
築

雑
誌
の
美
し
い
建
物
に
魅
か
れ
ま

し
た
。
大
学
か
ら
建
築
の
道
へ
進

み
、
生
活
の
実
態
や
公
共
の
福
祉

な
ど
、
実
感
と
し
て
分
か
っ
て
き

た
の
は
経
験
を
積
ん
で
か
ら
だ
っ

た
と
、
武
智
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

「『
住
ま
い
っ
て
何
だ
ろ
う
』
と

い
う
こ
と
が
建
築
の
本
質
で
、
家

は
社
会
の
原
点
で
す
。
人
と
の
出

会
い
や
向
上
心
、
知
識
を
得
る
社

会
的
な
場
所
が
あ
っ
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
生
き
方
を
知
り
ま
す
。
公
共

建
築
で
は
、
人
と
の
出
会
い
の
場

が
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
家

で
も
公
共
で
も
、
個
人
さ
え
よ
け

れ
ば
で
は
な
く
、
全
体
性
を
き
ち

ん
と
考
え
て
設
計
し
て
い
き
た

い
」
と
、
居
場
所
作
り
へ
の
こ
だ

わ
り
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

2012 award to The Architectural Consortium 
for Hizuchi Elementary School
SUZUKI Hiroyuki, MAGATA Kiyotada, HANADA Yoshiaki,  
WADA Kouichi, TAKECHI Kazutomi, KOSHIHARA Mikio,  
and Yawatahama City, OHSHIRO Ichiro, Mayor,
for the restoration of Hizuchi Elementary School
Yawatahama City, Ehime Prefecture, Japan

Designed by MATSUMURA Masatsune, 1956‒1958

㊩休日当番医（９時～１５時、要予約） イベント
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１月のカレンダー
１ 元日

２ 水 書初め

３ 木

４ 金 官庁仕事始め

５ 小寒

６ ㊩増田泌尿器科☎９８３－６６６６

７ 月 七草

８ 火

９ 水

１０ 木 １１０番の日

１１ 金

１２
初春水仙花祭り（１０時～）ふたみシーサイド公園

（１３日まで）

１３
伊予市成人式（１０時３０分～）伊予市民体育館

㊩たなか消化器科クリニック☎９８２－７３３３

１４
成人の日

㊩谷口耳鼻咽喉科☎９８３－１４３３

１５ 火

１６ 水

１７ 木 土用入り

１８ 金

１９

２０
大寒

㊩きはら整形外科☎９８９－７７１１

２１ 月

２２ 火

２３ 水

２４ 木

２５ 金

２６ 文化財防火デー

２７
市税等納付窓口開設（８時３０分～１７時）税務課窓口

㊩近藤医院☎９８２－０３３８

２８ 月

２９ 火

３０ 水

３１ 木

第
２５
回
女
性
の
祭
典

五
色
姫
復
活
祭

五
色
姫
を
募
集
し
ま
す

■
五
色
姫
復
活
祭
開
催
日

　
３
月
２４
日
㈰

■
五
色
姫
の
募
集

《
一
般
の
部
》
１８
歳
以
上
の
女
性

（
市
内
外
は
問
い
ま
せ
ん
）

《
小
学
生
の
部
》
１
〜
３
年
生
女

子（
原
則
、
振
袖
を
用
意
で
き
る
方
）

■
応
募
方
法

　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
全
身
前
向
き
の
写
真
１
枚
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
自
薦
・
他
薦
ど
ち
ら
で
も
可
）

シ
ー
サ
イ
ド初

春
水
仙
花
祭
り

■
日
時

　
１
月
１２
日
㈯
・
１３
日
㈰
、

１０
時
〜
１５
時

■
場
所

　
ふ
た
み
シ
ー
サ
イ
ド
公

園■
内
容

　
水
仙
の
鉢
植
え
展
示
即

売
、
水
仙
切
り
花
販
売
、
双
海
特

産
品
の
販
売
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ

　
伊
予
市
観
光

協
会
双
海
支
部（
☎
９
８
６
ー

１
２
３
２
）

■
応
募
締
切

　
２
月
１５
日
㈮

■
審
査
発
表

　
３
月
上
旬

■
謝
礼

　
（
一
般
の
部
）一
万
円
分

の
商
品
券
、（
小
学
生
の
部
）
二
千

円
分
の
図
書
券

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　 伊

予

市

商

業

協

同

組

合

（

㈱

ま

ち

づ

く

り

郡

中

内
、

〒
７
９
９
ー
３
１
１
３
、
伊
予
市

米
湊
８
２
７
ー
４
、
☎
９
４
６
ー

７

２

４

５
、

９

４

６

ー

７
２
４
１
、Ｅ
メ
ー
ルiy

o
sh
o
u
@

p
u
re.o
cn
.n
e.jp

）、
ま
た
は
組
合

加
盟
店

■
主
催

　
伊
予
市
商
業
協
同
組

合
、
五
色
姫
復
活
祭
実
行
委
員
会

広
報
こ
ぼ
れ
話

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
月

号
で
ご
紹
介
し
た
「
藤
井
秀

悟
感
謝
の
集
い
」
に
取
材
で

お
邪
魔
し
ま
し
た
。
参
加
者

全
員
と
握
手
し
、
あ
い
さ
つ

で
は
涙
を
流
し
な
が
ら
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
る
藤
井
投

手
。
有
名
に
な
っ
て
も
ふ
る

さ
と
や
支
え
て
く
れ
た
方
々

へ
の
感
謝
を
忘
れ
な
い
人
柄

に
感
激
し
ま
し
た
。
私
の
今

年
の
目
標
は
「
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
な
い
」で
す
。 （
赤
）

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
年

も
、
伊
豫
國
『
あ
じ
の
郷
』
Ｐ

Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
も
、ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
出
発
式
の
最

中
に
子
ど
も
た
ち
が
通
り
が

か
り
、「
ミ
カ
ン
ま
る
ー
！
」

と
た
く
さ
ん
声
を
か
け
て

く
れ
ま
し
た
。
式
典
中
な
の

で
こ
っ
そ
り
手
を
振
る
ミ
カ

ン
ま
る
。
ど
こ
か
の
ま
ち
で

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
見
か
け
た

ら
ぜ
ひ
一
緒
に
写
真
を
撮
っ

て
く
だ
さ
い
ね
。

　
　
　

（
上
）



広
報 

い
よ
し

１
月
号

編
集
・
発
行

　伊
予
市
総
務
部
総
務
課

印
刷

　
　
　
　佐
川
印
刷
㈱

問
い
合
わ
せ

　伊
予
市
総
務
部
総
務
課
広
報
広
聴
担
当

　
　
　
　
　
　☎
０
８
９
ー
９
８
２
ー
１
１
１
１

広　告

25

広　告

２０１３．１ 広報いよし (28)

　今月は、昨年に開催された『いよし

市民総合文化祭＆ふるさとフェスティ

バル 文芸大会』の短歌作品１３首を紹介

します。（敬称略）

か
が
ま
り
て
馬
鈴
薯
の
種
を
埋
め
ゆ
く

　春
の
日
を
吸
ふ
土
ほ
ぐ
し
つ
つ

大
西 

カ
ズ
ヱ
（
上
唐
川
）

父
よ
り
も
母
よ
り
も
長
く
生
か
さ
れ
て

　心
平
ら
に
歌
詠
む
わ
れ
は

篠
﨑 

君
子
（
上
吾
川
）

つ
く
し
野
に
さ
だ
め
哀
し
き
五
輪
塔

　山
吹
御
前
の
果
て
し
佐
礼
谷

平
田 

富
美
（
米
湊
）

娘
は
さ
ら
っ
と
マ
ナ
ス
ル
登
山
に
行
く
と
告
ぐ

　四
十
日
間
の
行
程
表
示
し
て

篠
﨑 

瑞
子
（
米
湊
）

刈
り
込
み
し
さ
ざ
ん
か
に
莟

つ
ぼ
み

あ
ま
た
見
ゆ

　坪
庭
照
ら
す
十
五
夜
の
月

宮
岡 

悦
子
（
米
湊
）

て
っ
ぺ
ん
に
一
つ
残
り
し
木
守
り
柿

　落
つ
る
日
に
照
り
朱
の
深
し
も

向
井 
千
慧
子
（
上
吾
川
）

沢
に
添
ひ
湧
き
上
り
く
る
雨
後
の
霧

　や
が
て
流
る
る
雲
に
紛
れ
て

小
笠
原 

輝
仁
子
（
宮
下
）

し
な
や
か
に
七
十
路
生
き
ん
風
の
野
に

　袖そ

で

ふ

ぐ

さ

振
草
の
た
を
や
か
に
あ
り

古
角 

明
子
（
下
吾
川
）

愛は

し
け
や
し
曾
孫
彪あ
や
み
ち道
四
か
月

　ぴ
ち
ぴ
ち
身
を
反
る
わ
が
膝
の
上へ

に

友
澤 

ツ
ヨ
ミ
（
下
吾
川
）

百
年
を
超
え
し
隣
家
の
大
屋
根
か

　葺ふ

き

か替
へ
は
じ
ま
る
秋
晴
れ
の
朝

佐
々
木 

幹
子
（
湊
町
）

恙つ
つ
がな

く
長
寿
迎
へ
て
今
年
よ
り

　妻
と
並
び
ぬ
敬
老
会
に松

田 

建
雄
（
米
湊
）

夫
の
遺
せ
し
ト
マ
ト
作
り
に
永
ら
へ
て

　傘
寿
の
節
目
わ
れ
は
越
え
た
り

水
木 

桂
子
（
宮
下
）

ま
れ
ま
れ
に
ア
キ
ツ
わ
が
前
を
す
い
と
流
れ

　目
に
追
へ
ど
は
や
い
づ
こ
と
も
な
し

大
西 

米
子
（
下
吾
川
）


